
切削抵抗(加工抵抗)の理論

切削加工において、工具が工作物に塑性変形を生
じされることによって、切りくずを分離させると
きに工具が受ける変形抵抗のことを切削抵抗(加
工抵抗)という。切削抵抗は切削方向、切込み方
向および送り方向に成分を分解することができ、
それぞれ主分力、背分力および送り分力という。

ドリルやフライス工具などの回転工具の場合は主
軸にかかる切削トルクを切削抵抗として考えるこ
とがある。

最初の概念マップに戻る

https://cmapspublic2.ihmc.us/rid=1Y9BZSKMR-1H3V7LT-4CBS/%E2%91%A0%E5%A4%A7%E5%85%83%E6%A6%82%E5%BF%B5%EF%BC%9A%E7%9B%AE%E7%9A%84(%E6%9C%80%E5%88%9D%E3%81%AE%E6%A6%82%E5%BF%B5%E3%83%9E%E3%83%83%E3%83%97).cmap

